
















































































　「乙侍従」の召し名で三条天皇皇太后妍子のもとに女房として仕えていたキャリアを退き、夫・大江公資の相模守任官にともない、受領の妻として同地に下向してから三年、霊験あらたかなことで知られる伊豆山走湯権現への参詣を思い立ったというのである。下向以前から人知れず心に抱え込んでいた悩みと、意に反する東国 の生活を送っての、その時点での相模の心情が、走湯権現への祈念と相俟って赤裸々に吐露されている。それ以前の定数歌と異なり、恋部に代えて「幸ひ」 「命を申す」 「子を願ふ」 「憂へを述ぶ」 「思ひ」 「心のうちをあらはす」 「夢」という題を設けた工夫は、いかにも社頭祈念に相応しい。　このように、神社参詣の折に、 「願」を和歌にあらわし奉納する






























いう動機、そしてそれを晴らすべく、神への現世利益の祈念を幣に書き付け奉っていることなど、 「走湯百首」の背景にあった、女流の寺社参詣詠の様式をうかがわせよう。表現 おいても一首目の「いちしるし」 、二首目の「さかゆく」などは「庭火たく神楽の庭の
いちしるく






























































埋み火も君にもあらぬあまぶねも冬はうきよにこがれてぞ行く（三七四）＊ 「埋み火」と「焦がる」 「夜」 、 「舟」 「浮き」 「漕がる」は縁語、「浮き」と「憂き」 、 「焦がる」と「漕がる」 、 「 （うき）世」 」と「夜」は掛詞。
と、縁語・掛詞を駆使して複雑な文体を形成している詠歌がかなり多い。同歌は、 「初度百首」の「埋み火にあらぬ我が身も冬の夜におきながらこそ下にこがるれ」 （二七五）を受けるもので、主題「埋み火」の二七五番歌も縁語・掛詞を多用しているが、その歌の「おき（ 「起 」 「熾」を ける）から、 「沖」を連想し海に流れ出る「舟」へ発想を転換し、また「下」に対し「浮き」を対応させるというように、もと歌を踏まえた上での難易度の高いレトリックが用いられている。このような例は「権現返歌百首」に く見え、いかにも歌を詠み慣れた者 詠作の感がある。公資の持ち味とはかなり趣を異にした 歌が多いと言えよう。　
前述のように、この時代、百首という数を詠みこなすことは、世














































































どにとどまり、かつ、後続の用例もごく少ない。当時から後代にかけての流行語というより ごく個人の詠み方の反映を思わせるものである。そのように他の歌人の用例が数少ない中で、定頼父の公任の用語と重なるものが二例（６） ・ （９）ある点も留意される所である。　
しかし何と言っても注目すべきは、 （５） ・ （７） ・ （
10）―「かげ
をならべてみる」 「しるしばかりは」 「みやこ かたを がむ」という、大変長い文字列で、定頼と権現返歌百首にしか認められない用例がある点であろう。ちなみに公資歌と「権現返歌百首」についても同じ文字列総比較を行ってい は前述のように歌数があまりに少ないので、こうした比較の判断 根拠とすることは難しい 、判断材料の一つとして結果を指摘しておくなら 、こうした長文字列一致は一首も無い。また、仮に相模が「初度百首」の草稿を起こし和歌に熟達した都の誰かに送ったとして、たとえば「能因集の比較の結果を述べる らば
10文字に及ぶような長文字列一致は
無く、長いものでも、 「おもひそめてき」 「わがやどの」 おひたるみれば」 「つき ひか 」 「としらなむ」 「なかりせば」 ど、平安和歌全体を通じて用例の多い単純な言 回 か はなのみやこ」のように能因の前後の時代に急速に用 の増える流行表現のような歌ことばしか求めることが出来な のである。やはり上記の、定頼と「権現返歌百首」間に認められるような長文字列一致は、特異ものであり、偶然の一致とはみなし難いと言えよう。　
そして、用例の内容を検討すると、更に一歩踏み込んだ事柄が浮

































かったとするのも、またむしろ不自然であろう。定頼は多くの女性と浮き名を流しており 両者がこ 段階でどの程度の関係だったかは判断が難しいが、女房と貴公子官人にありがちな関係が無かた訳で ないのであろう。特に歌壇の大御所公任の嫡男の定頼は、歌人・相模にとって和歌や文事を介し 交流にもっとも手応えを感じる、憧憬する存在であったに違いない。　
地方色豊かな伊豆山走湯権現への参詣奉納詠、それも「百首歌」























と、忍び慕う人（三〇五） 、遠い存在と知っていても恋しい「ほの見し影」 （三〇六） 、天空に輝く星（三〇七） 、身に む「位の山松風」 （三〇八）と次々と比喩を変化させながら、貴人・定頼への








祥子先生は、 『更級日記』論の中でそ 意識を、伊勢大輔・赤染衛門・大弐三位らを実例 とり上げながら、女房たちの実生活上の夫と宮中での貴公子との束 間の恋のあ 方、そして夫と 現実より、身分高き男性とのそう た こそ「語 に足る生きた証」として家集に書き記 彼女たちの心高さについて論じられ
⒁
。
相模の「走湯百首」三首贈答にも、その心性 見るべきであると思うのである。　「走湯百首」の三種贈答が、自作自演でも、夫・公資との営為でもなく、都にある定頼を相手としたものだとすると、こ 三種 百首歌各々の詠歌の意味や、贈―答―贈と展開する掛け合いの解釈 、大幅に違う意味や色合いを持つことになるであろう。本稿ではまず、第一歩として藤原定頼説を提示した。批正を受けた上で うした視点からの個々の解釈を進めたいと考える。注⑴
　
初期百首の成立は、 「好忠百首」天徳四年（九六〇） 、 「順百首」天徳




























































お教えいただいたのは、学部三年時の授業においてである。特に、相模に関心を持ち、研究者としての第一歩を踏み出してから、今日に至るまで、 私が研究を続けて行く上での羅針盤は、 後藤先生が次々とご発表になられる多彩なご論文の数々であった。先生のご指導のもとで出 した相模に関する研究の中でも、なかなか私見を示すことの出来なかった課題について、三十年かけて得た一つの考察ご学恩への感謝の思いとともに、先生に捧げます。
